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●
超
限
戦
と
情
報
戦
に
賭
け
る
中
国

　
中
国
の
「
情
報
戦
」
に
対
す
る
熱
の

入
れ
方
は
異
常
な
も
の
が
あ
る
。「
超

限
戦
」
を
巧
に
操
作
し
な
が
ら
、
限
定

さ
れ
た
戦
争
展
開
を
超
越
し
、
新
た
な

戦
術
を
あ
み
出
し
、
そ
の
戦
術
に
従
っ

て
、
次
の
戦
略
す
べ
き
国
家
展
望
を
打

ち
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
思
想
の

下
に
は
、
仮
想
敵
国
を
ア
メ
リ
カ
と
ア

メ
リ
カ
に
追
随
す
る
、
日
本
な
ど
の
先

進
工
業
国
に
お
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
具
体
的
な
戦
法
と
し
て
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
の
ハ
ッ

カ
ー
の
養
成
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
軍

事
網
を
根
底
か
ら
混
乱
さ
せ
、
破
壊
す

る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
破
壊
工
作
を
情

報
戦
と
言
い
、
数
学
者
や
理
学
者
の
養

成
を
、
少
年
少
女
時
代
か
ら
秘
密
裡
に

猛
特
訓
す
る
国
家
戦
略
政
策
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　
次
に
、
香
港
株
式
市
場
を
牛
耳
っ

て
、
世
界
の
株
価
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
同
時
に
相
手
国
や
仮
想
敵
国
の
金

融
シ
「
ス
テ
ム
を
乱
す
「
金
融
戦
」
の

展
開
が
試
み
ら
れ
、
こ
の
作
戦
は
既
に

始
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
台
湾
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

製
作
に
長
け
た
国
を
破
壊
す
る
情
報
戦

に
平
行
し
て
、
台
湾
爆
撃
が
企
て
ら
れ

て
い
る
。

　
次
に
都
市
型
ゲ
リ
ラ
を
養
成
し
て
、

市
街
戦
に
強
い
ゲ
リ
ラ
の
養
成
を
行

い
、
同
時
に
国
際
テ
ロ
に
重
点
を
置
く

「
新
テ
ロ
戦
」
の
模
索
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
作
戦
が
展
開
さ
れ
た
時
、

香
港
や
台
湾
は
も
と
よ
り
、
日
本
ま
で

く

も
そ
の
巻
添
え
を
喰
い
、
日
本
列
島
は

大
混
乱
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ

に
更
に
拍
車
を
掛
け
る
の
が
、
朝
鮮
半

島
で
の
「
南
北
統
一
意
識
」
で
あ
り
、
南

と
北
で
こ
の
意
識
が
同
調
し
た
場
合
、

日
本
は
恰
好
の
餌
食
と
な
る
で
あ
ろ

う
。

　
思
想
教
育
や
平
和
教
育
に
よ
っ
て
丸

裸
に
さ
れ
た
日
本
は
、
赤
子
の
手
を
捻

る
よ
り
簡
単
に
財
産
は
略
奪
さ
れ
、
犯

し
、
虐
待
さ
れ
、
虐
殺
さ
れ
る
と
言
う

地
獄
絵
の
構
図
は
想
像
に
難
し
く
な

い
。
中
国
に
叩
か
れ
、
ま
た
南
北
統
一

国
家
を
形
成
し
た
、「
高
麗
連
邦
」
か
ら

も
叩
か
れ
て
、
最
悪
の
路
程
を
辿
る
と

言
う
の
が
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
歩
か
さ

れ
る
道
筋
で
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
に

従
っ
て
、
世
界
の
縮
図
は
塗
り
替
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
日
本
が
有
事
立
法
に
対
し
時

の
権
力
者
が
敏
感
に
な
っ
て
い
る
の
は

こ
の
為
で
あ
り
、
ま
た
一
方
、
左
翼
陣

営
で
は
「
戦
争
放
棄
」
を
高
ら
か
に
謳

い
上
げ
、
無
知
な
国
民
を
騙
し
続
け
て

い
る
。
日
本
国
憲
法
第
九
条
を
持
ち
出

し
、
平
和
主
義
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た

た
か
な
「
心
理
戦
」
が
水
面
下
で
展
開

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
心
理
戦
」
の

宗
と
す
る
所
は
、「
動
揺
」
で
あ
る
。
人

の
心
を
恐
怖
心
に
落
と
し
込
ん
で
、
そ

の
解
決
策
に
あ
る
種
の
選
択
肢
を
設
定

し
、
そ
れ
以
外
に
何
も
な
い
と
思
わ
せ

る
所
に
あ
る
。
人
の
心
の
弱
さ
に
、
巧

妙
に
付
け
入
る
心
理
学
（psychology
に
し
あ
ま
ね

／
【
註
】m

ental philosophy 
の
西
周

に
よ
る
訳
語
。
西
は
啓
蒙
思
想
家
で
あ

も
り
あ
り
の
り

り
、
明
治
六
年
に
創
立
さ
れ
た
森
有
礼

や
福
沢
諭
吉
ら
の
「
明
六
社
」
の
ト
ッ

プ
メ
ン
バ
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
。
西

洋
哲
学
を
紹
介
し
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア

の
訳
語
「
哲
学
」
は
彼
に
よ
る
。
進
歩

的
文
化
人
の
発
祥
ル
ー
ツ
は
こ
こ
か
ら

な
か
え
ち
よ
う
み
ん

起
る
。
西
の
影
響
を
受
け
た
中
江
兆
民

も
フ
ラ
ン
ス
よ
り
帰
国
後
、
ル
ソ
ー
の

『
民
約
論
』
を
啓
蒙
し
た
）
で
言
う

ひ
ず
み

「
精
神
現
象
の
歪
み
」
で
あ
る
。

　
更
に
は
相
手
国
の
国
民
に
動
揺
を
与

え
た
り
、
反
対
勢
力
の
養
成
を
図
る

「
心
理
戦
」
が
展
開
さ
れ
、
日
本
で
は
進

歩
的
文
化
人
（
特
に
朝
日
新
聞
や
岩
波

書
店
に
所
属
す
る
、
一
般
に
権
威
筋
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
日
本
共
産
党
に
属
さ

な
い
左
翼
主
義
者
）
や
、
有
識
者
で
組

織
す
る
シ
ン
パ
サ
イ
ダ
ー
と
言
う
連
中

に
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
積
極
的
に
発
言
さ

せ
、
こ
れ
を
権
威
筋
の
言
葉
と
し
て
岩

波
書
店
な
ど
で
出
版
し
、
国
民
を
、
権

威
筋
で
揺
さ
ぶ
る
作
戦
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　
更
に
最
後
に
鎮
座
す
る
も
の
が
Ｂ
Ｃ

級
・
化
学
兵
器
や
細
菌
兵
器
を
動
員
し

て
「
化
学
戦
」
を
展
開
し
つ
つ
、
戦
闘

状
態
に
相
手
国
を
陥
れ
て
、
国
内
の
秩

序
を
混
乱
さ
せ
、
同
時
に
デ
マ
を
も
っ

て
「
マ
ス
コ
ミ
戦
」
に
転
じ
、
外
交
交

渉
に
よ
っ
て
「
外
交
戦
」
を
転
じ
、
日

本
近
海
の
資
源
を
抑
え
る
事
に
よ
っ
て

「
資
源
戦
」
に
転
じ
、
あ
る
い
は
中
国
国

内
の
技
術
革
新
を
達
成
し
て
「
技
術

戦
」
に
転
じ
、
ア
ヘ
ン
や
覚
醒
剤
を
密

貿
易
し
て
「
貿
易
戦
」
に
転
じ
る
作
戦

が
企
て
ら
れ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、『
国
家
安
全
』
の
定
め
る
テ
ー

マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
中
華
人
民
共
和
国
は

一
九
六
四
年
十
月
に
最
初
の
核
実
験
に

成
功
し
、
世
界
の
尊
敬
を
集
め
る
核
保

ち
な

有
国
大
国
に
な
っ
た
事
に
因
み
、「
人

間
は
生
ま
れ
つ
き
強
い
者
に
随
い
、
そ

れ
を
敬
う
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
し
た

後
、
中
国
の
国
家
戦
略
は
強
者
の
意
識

に
よ
っ
て
世
界
の
覇
者
と
し
て
踏
み
出

す
第
一
歩
を
核
保
有
国
に
挙
げ
て
い

る
。

　
第
二
は
、
中
国
の
歴
史
は
そ
の
近
代

史
に
お
い
て
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
が
、
中

国
の
国
を
侵
略
し
、
こ
う
し
た
歴
史
の

事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
事

を
次
世
代
の
若
者
に
根
強
く
植
え
付
け

る
根
本
に
置
い
て
い
る
。
特
に
反
日
感

情
を
煽
る
よ
う
な
教
育
が
中
国
で
は
な

さ
れ
、
こ
れ
は
ま
ず
、
日
本
を
人
身
御

供
に
し
て
血
祭
り
に
挙
げ
、
日
本
国
民

を
苦
汁
の
極
み
に
追
い
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
第
三
は
、
現
世
紀
に
お
け
る
二
十
一

世
紀
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
は
陸
上
戦

で
は
な
く
、
空
軍
力
と
海
軍
力
を
駆
使

し
て
、
空
軍
の
戦
闘
機
と
ミ
サ
イ
ル
に

支
援
さ
れ
た
空
爆
を
展
開
し
つ
つ
、
同

時
に
空
軍
の
支
援
を
受
け
た
海
軍
は
洋

上
か
ら
敵
国
に
攻
撃
を
加
え
る
洋
上
作

戦
を
展
開
す
る
事
を
挙
げ
て
い
る
。

　
第
四
は
、
石
油
資
源
を
中
東
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本
は
、
南
シ
ナ

海
及
び
東
シ
ナ
海
を
そ
の
生
命
線
と
し

て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
南
シ
ナ
海
は

中
国
の
生
命
線
で
も
あ
る
。
こ
の
生
命

線
を
犯
す
日
本
は
撃
破
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
第
五
は
、
日
本
は
中
国
の
領
土
で
あ

る
釣
魚
台
群
島
（
尖
閣
諸
島
）
に
手
を

伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

は
中
国
の
領
土
で
あ
り
中
国
は
「
主
権

属
我
、
擱
置
争
議
、
共
同
開
発
…
…
」

（
島
と
周
辺
海
域
の
主
権
は
中
国
に
あ
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歴史を工学的に科学する

る
。
し
か
し
今
は
一
応
棚
上
げ
し
て
日

本
と
共
同
開
発
し
た
後
…
…
こ
れ
を
日

本
か
ら
取
り
上
げ
る
の
意
味
）
で
あ

り
、
こ
れ
を
エ
サ
に
、
漁
業
や
海
底
探

査
な
ど
を
民
間
に
任
せ
、
あ
る
い
は
民

ジ
エ
チ
ウ

間
人
を
駆
使
し
て
接
触
さ
せ
、
こ
の
問

題
で
摩
擦
を
起
こ
さ
せ
、
散
々
に
揉
め

た
後
、
こ
こ
に
中
国
政
府
が
軍
事
力
を

も
っ
て
介
入
す
る
。

　
第
六
は
、
日
米
安
保
体
制
は
こ
れ
ま

で
の
防
衛
型
か
ら
攻
撃
型
に
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
歴
史
が
示
す
よ
う
に
、
海
洋

は
強
大
化
国
家
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
な

け
れ
ば
国
家
秩
序
は
保
て
な
い
。
国
際

秩
序
を
保
つ
上
で
、
中
国
こ
そ
そ
れ
に

相
応
し
く
、
将
来
の
海
洋
か
ら
軍
事
的

挑
戦
に
対
す
る
即
応
力
を
強
化
し
て
、

日
本
の
攻
撃
型
軍
国
主
義
か
ら
共
産
党

政
府
は
中
国
人
民
を
護
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
こ
の
第
六
の
定
義
は
、「
中
国
人
民

の
利
権
と
生
命
を
護
る
」
と
称
し
て
、

い
ま
中
国
で
は
日
本
の
政
府
開
発
援
助

と
無
償
援
助
に
よ
っ
て
こ
の
資
金
を
使

い
、
二
万
五
千
名
以
上
の
工
兵
と
、
十

数
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
将
来
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
核
戦
争
を
想
定
し

て
約
四
平
方
キ
ロ
の
広
大
な
艦
隊
基
地

を
完
成
さ
せ
た
。

　
こ
の
艦
隊
基
地
は
台
湾
情
報
に
よ
れ

ば
「
一
二
〇
四
工
程
」、
香
港
情
報
に
よ

れ
ば
「
一
〇
二
四
工
程
」
と
世
ば
て
る

ア
ジ
ア
屈
指
の
規
模
を
誇
る
秘
密
基
地

が
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
九
六
年
九
月
の
釣
魚
島
事
件
の

時
に
は
、
こ
の
秘
密
基
地
か
ら
ロ
シ
ア

製
の
キ
ロ
級
潜
水
艦
が
出
動
し
、
日
本

と
台
湾
の
武
力
衝
突
を
企
て
よ
う
と
し

た
。
潜
水
艦
の
出
動
命
令
の
任
務
は
、

台
湾
漁
船
と
衝
突
す
る
日
本
の
海
上
保

安
庁
の
巡
視
船
を
潜
水
艦
が
撃
沈
し
、

日
台
間
に
紛
争
の
火
種
を
投
じ
る
事
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
当
時
、
返
還
間
近
い
香
港
人

の
愛
国
的
な
行
動
（
釣
魚
島
は
中
国
の

領
土
と
主
張
す
る
香
港
人
の
集
団
行

動
）
に
邪
魔
さ
れ
た
上
、
日
本
の
二
十

数
隻
の
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
と
、
海

上
自
衛
隊
の
数
機
の
対
潜
哨
戒
機
や
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
見
て
、
潜
水
艦
側
は
撃

沈
を
諦
め
、
引
き
上
げ
た
と
言
う
事
件

が
起
っ
た
。

　
現
在
中
国
は
、
日
本
を
攻
撃
型
軍
国

主
義
の
復
活
と
詰
っ
て
い
る
が
、
中
国

こ
そ
軍
拡
に
路
線
を
突
き
進
ん
で
い
る

国
家
で
あ
り
、
現
に
人
民
解
放
軍
軍
政

大
学
で
は
「
平
和
と
は
、
一
つ
の
戦
争

と
次
の
戦
争
の
間
に
挟
ま
れ
た
、
ほ
ん

の
短
い
期
間
に
過
ぎ
な
い
」
と
定
義
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
社
旗
主
義

建
設
に
際
し
、
戦
争
と
言
う
暴
力
は
必

要
不
可
欠
な
行
為
で
あ
る
と
明
言
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
　
　（
独
眼
竜
）

日
本
の
秩
序
崩
壊
の
シ
ナ
リ
オ
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123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678

米
国
イ
オ
ン
ド
大
学
教
授
　

曽
川
和
翁

（
そ
の
四
十
六
）

▼
奇
蹟
を
起
こ
す
『
聖
書
』
の
実
体
▲

●
汝
の
信
仰
、
汝
を
癒
せ
り

　
メ
ア
リ
ー
・
ベ
イ
カ
ー
・
エ
デ
ィ

（
一
八
二
一
〜
一
九
一
〇
年
）
は
、

ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス

ト
と
し
て
は
最
も
有
名
な
人
物
で
あ

る
。
ま
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ

ン
ス
の
教
祖
で
も
あ
る
。
メ
ア

リ
ー
・
ベ
イ
カ
ー
・
エ
デ
ィ
は
「
人

間
の
疾
病
は
も
と
も
と
存
在
し
な

い
」
と
す
る
論
理
を
掲
げ
、
キ
リ
ス

ト
教
に
立
脚
し
た
信
仰
を
実
践
す
れ

ば
、
例
え
一
時
的
に
病
気
に
罹
っ
て

い
や

も
、
そ
れ
は
「
癒
せ
る
」
と
す
る
信

仰
治
療
体
系
を
広
め
た
人
物
で
あ

る
。
彼
女
は
『
福
音
書
』
を
ベ
ー
ス

に
、
「
汝
の
信
仰
、
汝
を
癒
せ
り
」

と
い
う
信
仰
治
療
体
系
を
広
め
て

廻
っ
た
。
彼
女
の
信
用
す
る
も
の

は
、
た
だ
一
つ
。
そ
れ
は
『
福
音

書
』
だ
け
で
あ
る
。
医
者
も
信
用
せ

ず
、
病
院
も
信
用
せ
ず
、
人
間
が
病

気
に
罹
る
と
言
う
事
も
信
用
し
な

い
。
ま
た
近
代
医
学
す
ら
信
用
し
な

か
っ
た
。

　
「
イ
エ
ス
が
病
人
を
治
し
た
時
、

医
者
が
居
た
か
、
病
院
が
あ
っ
た

か
、
近
代
医
学
と
言
う
も
の
が
存
在

し
た
か
」
と
問
う
。

　
し
た
が
っ
て
「
イ
エ
ス
は
病
人
を

治
す
時
、
そ
ん
な
も
の
を
遣
わ
ず
、

重
病
人
を
治
し
た
」
と
『
聖
書
』
に

書
か
れ
て
い
る
、
そ
の
通
り
を
や
れ

ば
、
病
気
は
癒
せ
る
と
言
う
信
仰
治

療
体
系
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
余
り
に
も
覿
面
（
て
き
め
ん
）

で
あ
っ
た
。
以
降
、
こ
の
信
仰
治
療

体
系
は
瞬
く
間
に
ア
メ
リ
カ
全
土
に

広
ま
り
、
多
く
の
病
人
を
救
っ
て
行

く
事
に
な
る
。

　
近
代
医
学
は
周
知
の
よ
う
に
不
完

全
帰
納
法
に
よ
っ
て
仮
説
が
組
み
立

て
ら
れ
た
学
問
で
あ
り
、
こ
の
後
を

引
き
継
い
だ
今
日
の
現
代
医
学
も
、

不
完
全
帰
納
法
の
仮
説
の
範
囲
か
ら

一
歩
も
で
な
い
学
問
で
あ
る
。

　
本
来
自
然
科
学
と
言
う
も
の
は
、

実
験
と
観
測
か
繰
り
替
え
し
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
か
ら
生
ま
れ
た
デ
ー

タ
が
そ
の
後
の
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
し
か
し
医
学
の
分
野
に
お
け
る

実
験
は
滅
多
に
行
わ
れ
な
い
。
死
体

解
剖
等
の
死
体
を
ベ
ー
ス
に
す
る
実

験
は
行
わ
れ
る
が
、
近
年
生
態
実
験

と
言
う
の
は
滅
多
に
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
観
測
も
不
完

全
で
あ
る
し
、
「
医
学
」
と
称
す
る

も
の
が
、
方
法
的
に
不
完
全
で
あ
る

事
は
、
医
者
自
身
が
充
分
に
承
知
し

て
い
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ

ス
ト
は
、
「
汝
の
信
仰
、
汝
を
癒
せ

り
」
を
確
信
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
日
本
で
は
例
の
無
い
事
で

あ
る
が
、
メ
ア
リ
ー
・
ベ
イ
カ
ー
・

エ
デ
ィ
の
信
仰
治
療
体
系
に
、
こ
れ

が
医
学
の
常
識
に
反
す
る
と
言
っ
て

批
判
し
、
こ
の
治
療
体
系
で
あ
る
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
反
論

を
唱
え
た
医
者
が
一
人
も
居
な
い
と

言
う
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
が
ア
メ
リ
カ

全
土
に
急
速
に
広
ま
っ
た
時
、
メ
ア

リ
ー
・
ベ
イ
カ
ー
・
エ
デ
ィ
に
批
判

を
企
て
た
り
、
抗
議
を
す
る
と
言
う

医
者
や
医
療
集
団
は
殆
ど
無
か
っ
た

と
い
う
事
で
あ
る
。
日
本
と
は
全
く

異
な
る
社
会
現
象
が
、
当
時
ア
メ
リ

カ
で
は
起
っ
た
事
を
物
語
る
。

　
ア
メ
リ
カ
と
言
う
国
が
キ
リ
ス
ト

教
国
家
で
あ
る
と
言
う
現
実
も
去
る

事
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
確
信

的
な
信
頼
は
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に

抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
現

実
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
ア
メ
リ

カ
人
に
と
っ
て
有
効
な
病
気
治
し
の

極
め
手
と
な
っ
た
。
信
仰
治
療
体
系

の
方
法
に
確
信
を
持
ち
、
こ
れ
を
信

じ
て
疑
わ
な
い
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ

ス
ト
に
対
し
、
不
完
全
帰
納
法
に
、

旧
態
依
然
に
既
存
し
、
依
拠
す
る
近

代
医
学
は
、
医
者
自
身
自
己
の
治
療

法
に
確
信
を
持
ち
得
な
い
一
面
が
存

在
し
て
い
る
。
　
　
　
　
つ
づ
く


